
 

 

             

          

 過去の「ＩＣＴ支援員だより」は次のＵＲＬに掲載しています。
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昨年度に引き続き、ICT 支援員

す新谷佳代子です。 

安芸高田市内の ICT 導入校と今年度

入予定の小学校と中学校を訪問し、

授業等で活用するための支援をします。

よろしくお願いいたします。

安芸高田市教育委員会 学校教育課

〈平成２７年度の導入実施〉 

○モデル校 向原小学校・向原中学校

８月  電子黒板の設置 

（通常の学級各１台） 

    書画カメラ・教員用 PC

２月末 特別支援学級にタブレット端末１０台

    教員用 PC ３台 

    無線 LAN アクセスポイント

★導入校の活用事例について 

・今年度からＩＣＴ導入校のＩＣＴ活用事

例を公開していきたいと思います。詳しく

は、次号でお知らせします。 

★今年度のＩＣＴ研修について 

 ・教育委員会では、今年度もＩＣＴ活用研

修を予定しています。また、日時や内容が

決まりましたら、支援員だよりでお知らせ

します。 

〈平成２９年度の導入予定〉 

○電子黒板導入予定校      

                 

○タブレット導入予定校     

向原小学校向原小学校向原小学校向原小学校    向原中学校向原中学校向原中学校向原中学校

根野小学校根野小学校根野小学校根野小学校    甲立小学校甲立小学校甲立小学校甲立小学校

             平成２９年度 第１号

          平成２９年５月１日 発行
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支援員を務めま

導入校と今年度導

訪問し、ICT を

授業等で活用するための支援をします。 

。 

学校教育課 

向原小学校・向原中学校 

 

PC 各クラス１台 

特別支援学級にタブレット端末１０台 

アクセスポイント ３台 

〈平成２８年度の導入実施〉

 

○導入校 吉田小学校 美土里小学校

電子黒板の設置（通常の学級各１台）

   書画カメラ・教員用

 

※タブレット端末は平成３１年度に導入する※タブレット端末は平成３１年度に導入する※タブレット端末は平成３１年度に導入する※タブレット端末は平成３１年度に導入する

計画です。計画です。計画です。計画です。    

〈勤務時間〉 

（月） 8:30～14:45

（火） 9:00～16:00

（水） 9:00～17:15

（木） 9:00～16:00

（金） 9:00～14:30

 ★学校訪問の日以外は、教育委員会学校教育課で

勤務しています。何かお困りのことがありました

ら、電話やメールでご連絡いただければと思いま

す。 

☎電話番号 ４２－５６２８

（メールアドレス） 

gakkohkyohiku@city.akitakata.lg.jp

 

〈支援内容〉 

・ＩＣＴ機器の使用方法の説明

・授業における利活用アドバイス

・ＩＣＴ機器の設置準備補助

 

・今年度からＩＣＴ導入校のＩＣＴ活用事

公開していきたいと思います。詳しく

 

 

・教育委員会では、今年度もＩＣＴ活用研

修を予定しています。また、日時や内容が

決まりましたら、支援員だよりでお知らせ

      ・電子黒板の設置（通常の学級各１台）

                 ・書画カメラ・教員用ＰＣ 各クラス１台

     ・タブレット端末 各校それぞれ ４０台

向原中学校向原中学校向原中学校向原中学校   ・無線ＬＡＮアクセスポイント設置（通常の学級各１台）

甲立小学校甲立小学校甲立小学校甲立小学校    
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〈平成２８年度の導入実施〉 

美土里小学校 

電子黒板の設置（通常の学級各１台） 

書画カメラ・教員用 PC 各クラス１台 

※タブレット端末は平成３１年度に導入する※タブレット端末は平成３１年度に導入する※タブレット端末は平成３１年度に導入する※タブレット端末は平成３１年度に導入する    

14:45 

16:00 

17:15 

16:00 

14:30 

★学校訪問の日以外は、教育委員会学校教育課で

勤務しています。何かお困りのことがありました

ら、電話やメールでご連絡いただければと思いま

４２－５６２８ 

gakkohkyohiku@city.akitakata.lg.jp 

機器の使用方法の説明 

授業における利活用アドバイス   

・ＩＣＴ機器の設置準備補助    など 

・電子黒板の設置（通常の学級各１台）  

各クラス１台 

４０台 

・無線ＬＡＮアクセスポイント設置（通常の学級各１台） 



次号は６月に発行します。次号から少しずつ活用例を載せていけたらと思います。

少しでも先生方の役に立つような情報を載せたいと思います。よろしくお願いします。

 

 

 

 

 

 

 

 

     ◎活用モデル校（向原中学校、向原小学校）

・  先生の活用モデルＴ５までできる

・  児童生徒の活用モデルＳ４までできる

 

◎ＩＣＴ導入校（吉田小学校、美土里小学校）

・ 先生の活用モデルＴ３までできる

・ 児童生徒の活用モデルＳ２までできる

 

◎ＩＣＴ導入予定校（甲立小学校、根野小学校）

   ・ 先生の活用モデルＴ３までできる

・ 児童生徒の活用モデルＳ２までできる

 

◎ＩＣＴ未導入校 

 ・ 先生の活用モデルＴ３まで知っている教職員の割合が８０％以上。

・ 児童生徒の活用モデルＳ２まで知っている
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【本田指導主事から一言】 

次の３つの視点で「ＩＣＴを活用した授業づくり」を行ってほしいと考えています。

①どの場面でＩＣＴを活用するのか（単元や題材、または１時間の授業の中で）、だれが活用する

のか（教師が活用するのか。児童生徒が活用するのか。）など、教科のねらいが達成できるよう

に計画を立てる。 

②教材を提示するタイミングや見せ方を工夫する。

③ＩＣＴを活用して効果があったか振り返り、今後の授業づくりにいかす。

 昨年度のＩＣＴ支援員だより第７号でＩＣＴの活用モデルを紹介しました。そこでは、先生の活用

モデルと児童生徒の活用モデルに分けて紹介していましたが、その活用モデルを基にして、

用目標を設定しました用目標を設定しました用目標を設定しました用目標を設定しました。 

 それぞれの学校によって目標は変わってきますが、学校ごとの目標を意識して、ＩＣＴの活用に取

り組んでいただけたらと思います。

 活用目標は以下の通りです。 

 

次号は６月に発行します。次号から少しずつ活用例を載せていけたらと思います。

少しでも先生方の役に立つような情報を載せたいと思います。よろしくお願いします。

◎活用モデル校（向原中学校、向原小学校） 

先生の活用モデルＴ５までできる教職員の割合が７０％以上。

児童生徒の活用モデルＳ４までできる児童生徒の割合が７０％以上。

◎ＩＣＴ導入校（吉田小学校、美土里小学校） 

先生の活用モデルＴ３までできる教職員の割合が９０％以上。

児童生徒の活用モデルＳ２までできる児童生徒の割合が９０％以上。

◎ＩＣＴ導入予定校（甲立小学校、根野小学校） 

先生の活用モデルＴ３までできる教職員の割合が８０％以上。

児童生徒の活用モデルＳ２までできる児童生徒の割合が８０％以上。

先生の活用モデルＴ３まで知っている教職員の割合が８０％以上。

児童生徒の活用モデルＳ２まで知っている児童生徒の割合が８０％以上。

※詳しくは２８年度のＩＣＴ支援員だより第７号を参考にしてください。※詳しくは２８年度のＩＣＴ支援員だより第７号を参考にしてください。※詳しくは２８年度のＩＣＴ支援員だより第７号を参考にしてください。※詳しくは２８年度のＩＣＴ支援員だより第７号を参考にしてください。

次の３つの視点で「ＩＣＴを活用した授業づくり」を行ってほしいと考えています。

①どの場面でＩＣＴを活用するのか（単元や題材、または１時間の授業の中で）、だれが活用する

のか（教師が活用するのか。児童生徒が活用するのか。）など、教科のねらいが達成できるよう

②教材を提示するタイミングや見せ方を工夫する。 

Ｔを活用して効果があったか振り返り、今後の授業づくりにいかす。 

昨年度のＩＣＴ支援員だより第７号でＩＣＴの活用モデルを紹介しました。そこでは、先生の活用

モデルと児童生徒の活用モデルに分けて紹介していましたが、その活用モデルを基にして、

それぞれの学校によって目標は変わってきますが、学校ごとの目標を意識して、ＩＣＴの活用に取

り組んでいただけたらと思います。 

 

とにかく活用してみよう！ 

次号は６月に発行します。次号から少しずつ活用例を載せていけたらと思います。 

少しでも先生方の役に立つような情報を載せたいと思います。よろしくお願いします。 

 

割合が７０％以上。 

割合が７０％以上。 

割合が９０％以上。 

割合が９０％以上。 

割合が８０％以上。 

割合が８０％以上。 

先生の活用モデルＴ３まで知っている教職員の割合が８０％以上。 

の割合が８０％以上。 
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次の３つの視点で「ＩＣＴを活用した授業づくり」を行ってほしいと考えています。 

①どの場面でＩＣＴを活用するのか（単元や題材、または１時間の授業の中で）、だれが活用する

のか（教師が活用するのか。児童生徒が活用するのか。）など、教科のねらいが達成できるよう

 

昨年度のＩＣＴ支援員だより第７号でＩＣＴの活用モデルを紹介しました。そこでは、先生の活用

モデルと児童生徒の活用モデルに分けて紹介していましたが、その活用モデルを基にして、ＩＣＴ活ＩＣＴ活ＩＣＴ活ＩＣＴ活

それぞれの学校によって目標は変わってきますが、学校ごとの目標を意識して、ＩＣＴの活用に取

 


